
令和４年度 教育事業実施報告                                         

国立沖縄青少年交流の家                                

                         

１ 教育事業名  「わくわく自然体験 inとかしき」 （ボランティア自主企画事業） 

２ ね  ら  い  渡嘉敷の自然の中、親子での様々な体験活動を通して家族の絆を深める機会とする。 

         ボランティアが事業の企画、運営の経験を通して成長していくことを目的とする。 

３ 期    日  令和４年１１月１２日（土）～１１月１３日（日） １泊２日 

４ 場    所  国立沖縄青少年交流の家 

５ 募 集 定 員  １０家族 ３０名程度 

６ 参 加 人 数  ２９名 

７ 参加者内訳  大人１４名 小学生１３名 未就学児２名 

８ ボランティア  永山 笑妃   橋本 和弘   上門 愛   澤岻 南々帆    

９ プログラム 

 

10 事業の様子  

 

 

 

 

 

 
 

クラフト事前講習         葉脈標本予備実験         葉脈標本づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイスブレイク       先輩ボランティアから学ぶ         安全管理 
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     野外炊事           ロゲイニング説明          ロゲイニング 

 

11 参加者の声（アンケートより） 

・自然体験をたくさん経験できたこと、スタッフの皆さんにとても親切にしてもらったことに感謝したい。 

・海にロゲイニング、野外炊事とバラエティー豊富で楽しかった。 

・皆さんの気配りがしっかりしていて小さい子を連れていたが安全に楽しめた。                 

・学生の皆さんのご活躍に期待したい 

・見ているだけで動けないのかなと感じる場面が多々あった。（ボランティアの指導について） 

   

  ボランティアの感想から 

・天候変化などに臨機応変に対応するため、事前の綿密な準備、計画の必要性を感じた。 

  ・今回、事業までに頻繁なオンライン会議で打ち合わせができたことが良かった。 

  ・何でもやってあげるのではなく、子ども達ができそうなところは、本人にやらせて補助に回ることが 

   子どもの成長につながることを学んだ。 

  ・参加者に聞き取りやすい話し方をするということを目標に立てていた。今後も大学講義内での発表 

など人前で話す時には堂々と話せるようにしたい。 

  ・全体的に全員で協力して行えたこと、参加者が笑顔で終わってくれたことが、本当に喜ばしいこと 

であると感じた。 

 

12 担当者所見 

（１） 成果 

 ・オンライン会議を中心に打ち合わせを行った。会議を重ねることにお互いに打ち解け活発な意見交換を

することができた。 

  ・クラフト作成で依頼を予定していた講師が当日参加できなかったため、事前に２名のボランティアと講

師のもとを訪ね、事前講習を行った。クラフトの材料の準備、作成方法を教わった。当日は、講習に参

加したボランティアが講師となり参加者と共にアダンクラフトを作成した。 

・初めての挑戦となるプログラム「葉脈標本づくり」を計画した。事前にボランティアが渡嘉敷島を訪れ、

渡嘉敷の木々の葉を使用して予備実験を行い、標本づくりに適した葉の選別を行った。渡嘉敷島の素材

を使用した新しいプログラムとして今後の事業での実施も期待できるものとなった。 

・今回参加した４名のボランティアをリーダーとして今後のボランティア活動の活性化を図りたい。現在、

ボランティア交流会の実施を計画中である。 

 

（２）課題 

 ・チラシに掲載した昨年の様子（火起こし、大型カヌー）を今回実施しなかったため、体験を楽しみに 

していたとの声が聞かれた。 

 ・当日、荒天により、プログラムの順序、内容の変更があった。テント泊から本館泊への変更、バスの 

調整などを行った。急な降雨もあり、あざみで参加者に待機してもらう時間ができた。そういった時間に

間をつなぐことができるアイスブレイク、クイズ等の準備の必要である。 

 ・事前に、プログラムの担当を決め、内容を確認はしていたが、当日、人前での説明が不慣れな点もあり進 

行が滞った点もあった。事前にシュミレーションを行い、説明の練習させる必要があった。 

 ・今回は、自主企画事業が初めてのボランティアだったため、打ち合わせ、当日の進行をコーディネーター 

  が促したが次回からは今回のメンバーを中心にボランティアに任せる場面を多く作りたい。 


